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令和５年度重点教育目標 

主体性を発揮し、 

他者との協働で未来を 

切り拓くことのできる 

子どもの育成 

学校教育目標 

進んで 学ぶ子 
 

心の やさしい子 

最後まで やりぬく子 明るく げんきな子 

〇授業改善の推進 

・児童が見通しをもって臨む授業 

・協働しながら課題解決する授業 

・みんなが理解でき、 

取り残される子がいない授業 

・「なぜ？なに？」好奇心をかき立てる授業 

・じっくり取り組む時間の確保された授業 

〇ICT 活用能力の育成 

〇主体的に臨む家庭学習の構築 

〇読書活動の充実 

 

令和５年度 新ひだか町立桜丘小学校 学校経営グランドデザイン 

〇継続的な体力づくりの推進（体育・教科外） 

〇自分の健康・安全に目を向ける子の育成 

・規則正しい生活リズム 

 ・防犯、防災意識の向上 

〇笑顔で元気な挨拶の推進 

〇安全で安心な環境づくり 

〇いじめを絶対に許さない意識の向上 

〇思いやりがあり、優しい言葉に溢れる 

学校づくり 

・周りの人を大切にし、認め、協働する 

意識の向上 

・日常的な言葉遣いの向上 

・動植物を愛でる心の育成 

〇道徳教育の充実 

〇目標達成に向けて粘り強く取り組む姿勢の育成 

 ・自分で目標を設定できる力 

 ・目標達成に向けての計画を立てる力 

 ・失敗、間違いを前向きに受け入れ、取組に 

いかす姿勢 

・達成感、充実感等の成功体験 

（以前の自分を超える⇒自己肯定感 up↑） 

 ・振り返りを、次の活動につなげる意識の向上 

〇他者と協働し課題と向き合う意識の向上 

具体目標及び具体的方策 

〇各種調査正答率全国平均以上 

〇教科による「書くこと」の取組 

〇「新ひだか町学びのスタンダード」の徹底 

〇ICT機器の効果的な活用（高静小・静三中との連携） 

〇退職人材・支援員の効果的配置による複数指導体制 

〇授業とつながった意義の見える家庭学習指導 

〇児童も教師も集中して本を読む読書タイム 

〇図書館司書による毎週の読み聞かせ 

具体的目標及び具体的方策 

〇縦割り班活動を軸とした異学年集団活動 

〇道徳授業についての研修と公開 

〇地域人材・地域施設の活用 

 ・静内農高との交流 

 ・ライディングヒルズ静内の活用 

 ・農園活動・花壇整備 

〇教師から児童へ温かい丁寧な言葉がけ 

〇児童会による挨拶運動等の推進 

〇いじめ未然防止意識の向上（職員及び児童） 

具体目標及び具体的方策 

〇体力テストの全学年実施による現状把握 

〇全校での縄跳びの取組（体育時） 

〇マラソン記録会の取組 

〇体育館遊び、外遊びの推進 

〇「自分の身は自分で守る」意識醸成につながる

防災・防犯訓練 

〇アウトメディア（メディア使用２時間以内）の推進 

〇家庭と連携した生活リズムの改善、向上 

〇安心して生活し、楽しく遊ぶことのできる環境や

道具の整備 

 

具体的目標及び具体的方策 

〇各行事の取組の充実（PDCAサイクルの確立） 

 ・運動会・学習発表会・マラソン記録会 

〇日常の授業における諦めない姿勢の育成 

・児童のやる気・根気を喚起する教師の声掛け 

〇児童会等、仲間と協力してやり抜く取組の充実 

〇キャリアパスポートの活用 

研修テーマ 

自分の思いを明確にし、伝え合うことのできる子どもの育成 

～ICTの効果的な活用・自分の意見や考えを書く活動を通して～ 


